
西小石町

健のむすび

洗のむすび

食のむすび

むすびでほどく
－住宅地に点在する日常の行為をひらく建築－
　福祉施設の中に集約されているケアを日常の行為へと捉えなお。高齢者が自宅で長く住み続けられる環境

を整えると同時に、若い世代を呼び込む受け皿をまちの中に組み込むことで、西小石町を「衰退する住宅地」

から「世代を超えて住み継がれる持続可能なまち」へと再生させる。



福岡県

北九州市

若松区西小石町北九州市

太陽光発電

工場

西小石町
N

航空写真：Google  Ear th

工場が集まる響灘地区に隣接している住宅地である。響灘地区は 1958年（昭和 33年）以降

に埋め立てが進められ、2000ヘクタールの広さを持っている。ブリヂストンを始めとする

様々な工場があり、近年では新工場の建設が進められている。また、太陽光発電があり

産業地域と近接している住宅地である。都市計画図では、居住誘導区域に位置しており、

用途区域は第一種住居地域に属している。

04 .  １人暮らしをしている祖母

1人暮らし
2人暮らし
3人以上
不明

世帯人数 航空写真：Google  Ear th

駐車場
マ
ン
シ
ョ
ン

介
護
施
設

祖母の家

祖母は西小石町で 1人暮らしをしている。
祖母の近所では祖母以外にも

１人暮らしをしている世帯が増加している。

1人暮らしや高齢になっても
長く住み続けられるまちにしたい

北九州市ホームページの資料をもとに作成

0～ 14歳 15～ 29歳 30～ 49歳 50～ 64歳 65歳以上
102 人

（約 12.8%）
114 人

（約 14.2％)
160 人

（約 20.0%)
155 人

（約 19.3%）
270 人

（約 33.7%）

（2025年 9月 30日時点 )

北九州市と西小石町の年齢別の人口の比較
0～ 14歳 15～ 29歳 30～ 49歳 50～ 64歳 65歳以上
（約11.3％）（約 14.5％） （約 22.2％） （約 20.4%) ( 約 31.6％）北九州市

西小石町

年齢構成を北九州市と比較すると、西小石町は 65歳以上の割合（高齢者率）

が約 33.7％ と、市平均の 約 31.6％ を上回っている。0～ 14歳（若年層）

の割合は 約 12.8％ と市平均の 約 11.3％ を上回っている。

西小石町は若年層と高齢者の多いまちだといえる。

03 .  高齢者と若者の多いまち

2016年から2025年建設

2006年から2015年建設

1996年から2005年建設

1986年から1995年建設

1976年から1985年建設

1975年以前建設

2006年から2015年に建てられた建物

2005年以前に建てられた建物

グラフ

2016年から2025年に建てられた建物 全体

358軒
（約80％）

　87軒
（約20％）

2016年から 2025年に

建てられた建物は 445

軒中 87軒（約 20％)と

住宅更新が活発な地域

となっている。

05 .  活発な住宅更新

S=1/1500

GoogleEarth･ゼンリン住宅地図をもとに作成

N

高齢者夫婦の 2人暮らしや高齢者の 1人
暮らしである可能性が高い。犯罪や孤独
死、認知症のリスクがある。

古い家が多く見られる

世代の入れ替わりが起きている

新しい家と古い家が混在している

将来的に同じタイミングで 1人世帯が増えたり、
空き家になったりする可能性がある。

同じ年代に建てられた住宅が固まっている
↓↓ ↓

近年日本では、高齢化の進行により介護従事者 1人当たりの要介護者の人数

は増加しており、今後介護システムが成り立たなくなる可能性がある

→自宅で生活できる期間を長くする必要がある

2005年 2015年 2025年

20.0％
26.7％

29.3％
日本全体の 65歳以上の人口

内閣府が公開した各年の 10月のデータをもとに作成

介護従事者 1人当たりの要介護者の人数

厚生労働省が公開した各年の 10月のデータをもとに作成

2021年 2022年 2023年

3.20人
3.24人

3.32人

688万人
697万人

705万人

要介護者
要介護者

要介護者

01 .  高齢化による介護の限界

02.  福岡県北九州市若松区西小石町

背景



高齢者夫婦の 2人暮らしや高齢者の 1人
暮らしである可能性が高い。犯罪や孤独
死、認知症のリスクがある。

世代の入れ替わりが起きている将来的に同じタイミングで 1人世帯が増えたり、
空き家になったりする可能性がある。

同じ年代に建てられた住宅が固まっている

06 .  限られたケアの選択肢

■日常生活と切り離された福祉施設 ■生活行為を抱え込む自宅

支援を受けられるけど、
日常と切り離される

両極端な 2つの選択肢

日常を保てるけど、
支援を受けづらい

現在の福祉制度は、生活が成り立たなくなった段階で施設へと移行する仕組みが中心

→地域で住み続けることを支える場は不足している

西小石町の福祉施設

　西小石町には近年、福祉施設が

増加している。生活の多くは施設

内部で完結することとなり、町や

日常生活との連続性は失われやすい。

加えて、施設が周囲のまちに対し

て閉じたつくりになると、外部と

の関係がさらに限定され、施設と

日常生活との断絶は強まっていく。

　近年、核家族化や単身

世帯の増加により、自宅

で介護や見守りを行うこと

が困難になっている。

介護
料理 洗濯

掃除

支援が必要となった場合でも、それを

住宅の外に分散させることができず、

介護や見守りといった負担が自宅の内側、

さらには個人へと押し込められている。

08 .  まちの人の生活を支え、若い世帯を受け入れる

家と福祉施設の中間となる新たな選択肢となる「まちの人を結ぶ空間＝むすび」を提案する

日常と切り離されることなく、支援を受けられる場所

まちの人の生活を支え、若い世帯を受け入れる

むすび

09 .  むすびの構成

福祉施設
栄養管理

健康管理

食事の介助
リハビリ

口腔衛生管理
洗濯

着替え

入浴介助

レクリエーション

デイサービス

グループホーム
機能が建物の中に集約されている
→日常生活と切り離される

栄養管理 食事

洗濯お風呂

洗濯機・乾燥機

宅配ボックス キッチン

食のむすび

洗のむすび

健のむすび
健康管理 運動洗濯機・乾燥機 宅配ボックス キッチン

宅配ボックス

ケアの機能を小さくして、まちに点在させる

１F

２F以上

１F

２F以上

１F

２F以上

1階：小さなケア機能を備えた、近所の人の日常生活を支える場

ケアの機能を最低限とし、不足している機能は
移動サービスでまかなう

入浴介助車

移動販売車

07 .  1人暮らし世帯の増加による土地不足

人口推移予測 (西小石町 2020 年時点 )

グラフ：地域の統計地理データ「towncheck」（令和 2年国勢調査結果および将来推計に基づく推計値をもとに作成）

第二次ベビーブームに子どもの人口

が急激に増加し、新たに小学校が

作られるほどだった。しかし、2020年

759人であった町の人口は 2070年

には、402人になり、47％程度減少

することが予測されている。

第二次ベビーブーム時：若い世帯が増加

現在：高齢世帯の増加 第二次ベビーブームのときの親世代が高齢化

新しい世帯 高齢夫婦 1人暮らし世帯 1人暮らし世帯 高齢の親とその子どもの2人暮らし

×

1人暮らし世帯の増加＋長寿命化→家に住む期間が長期化

新しい世帯が入ってこないためまちが衰退していく

課題 提案

2階以上：若い世帯のためのユニット型住まい

むすびに「食・洗・健」などの個性を持たせる



デイサービス

デイサービス
ホームクリニック

リハビリセンター

■「食」「洗」「健」を軸としたむすびをまち
に点在させる。
敷地は空き家や空き地となっている場所を

対象とし、それぞれの場は周囲半径 100m

を日常的な生活圏として想定する。各圏域

が重なりすぎない位置関係で配置した。

■重なりすぎない位置関係

現在、空き家や空き地となっている場所を対象敷地として「食・洗・健」の

3種類のむすびをまちに点在させる。それぞれのむすびは周囲半径 100m

を高齢者の日常的な生活圏と想定して、各圏域が重なり過ぎない位置関係

で配置した。

小学校

市民センター

ケーキ屋さん

整骨院

銀行
コインランドリー

斎場

理容院

公園

空き地・空き家

福祉施設

デイサービス
グループホーム

キッズハウス

就労継続支援 B型
生活介護施設

食のむすび

洗のむすび

健のむすび

■食のむすび運営図

地域密着型のNPO法人が主体となって運営を行う。家賃収入や食堂の利益、

地域外からの移動サービスの利用料などを収入源として経営する。

食堂 小さな機能

平日：ランチ、夕食 土日祝：シェアキッチン 自販機・電子レンジ 宅配ボックス 洗濯機・乾燥機

むすび空間 ほどき空間

専有部：生活機能が集まっている場

Unit1 Unit２+Unit４ Unit3 Unit5 Unit6

テラス

むすび空間 ほどき空間

勉強をする 絵を描く本を読む話す 洗濯をたたむ

絵を描く本を読む話す 洗濯を干す緑を育てる 演奏する

近隣住民

ご飯を食べに行く食事の介助を
受ける

入浴介助を受ける洗濯に行く

運営

地域密着型NPO法人

食堂で働く地域住民

地域外

入浴介助

￥ ￥ ￥ ￥

家賃

利益

￥ ￥ ￥

訪問歯科 移動販売訪問リハビリ キッチンカー訪問医療入浴介助車

出店料場所使用料

食のむすび
2階以上：若い世帯のためのユニット型住まい

1階：小さなケア機能を備えた、近所の人の日常生活を支える場

11 .  運営システム

10.  むすび空間とほどき空間

「むすび」を設計するにあたり、『むすび空間』と『ほどき空間』という

概念を定義する

『むすび空間』＝活動が明確な空間

『ほどき空間』＝活動が固定されていない空間

食堂
ご飯を食べる

むすび空間ではできない多様な活動の受け皿になる。

活動が明確なため人が集まるきっかけとなる。

浴室
お風呂に入る

洗濯
洗濯機をまわす

家
寝る・お風呂に入るなど

勉強する 絵を描く 本を読む 演奏する

1人暮らし世帯の増加＋長寿命化→家に住む期間が長期化

新しい世帯が入ってこないためまちが衰退していく

設計



冷蔵庫

DOW
N

UP

DO
W
N

UP

UP

58
00

8500

51
50

8750 92
50

GL±0

GL‐500

宅配
ボックス

電子レンジ

自販機

洗濯機

乾燥機
電子レンジ

0 1 2 5 10 m

N

食のむすび 1階平面図　1/50

GL+500
にぎやかなほどき空間

GL+700
しずかなほどき空間

GL+300
落ち着いたほどき空間

GL±0

食堂
むすび空間

GL±0
閉じられるほどき空間

移動サービス用
駐車場

倉庫

介助を受けながら
食事をする

週に１回介助して
もらって入浴する

カーテンで区切る
ことができる

洗濯物をたたむ

スロープ

宿題をする

本を読む

■敷地周辺の課題

裏側の写真

両面道路に面した敷地となって

いて、北側の道路が 500 ミリ

下がっており、裏となっている

住宅地に対して 45度角度を振る

ことで裏表のない空間にする

35
0
26
50

35
0

30
00

28
00

GL±0

食堂
むすび空間

GL+300
落ち着いたほどき空間

GL+500
にぎやかなほどき空間

テラス
ほどき空間 Unit4

GL+4000

0 1 2 5 10 m

食のむすび断面図　1/100

■ダイアグラム

対象敷地

道路 (GL±０)

裏になっている

道路 (GL-500)

(GL±０)

道路 (GL±０)

①むすび空間である食堂を
真ん中に配置

道路 (GL-500)

食堂

道路 (GL±０)

②角度を 45度振る

道路 (GL-500)

１F

食堂

道路 (GL±０)

③余白にほどき空間を配置し、
入口を複数設けた

道路 (GL-500)

食堂

道路 (GL±０)

①ほどき空間であるテラス
を真ん中に配置

道路 (GL-500)

テラス

道路 (GL±０)

②角度を 45度振る

道路 (GL-500)

２F以上

テラス

道路 (GL±０)

③むすび空間である居住部分
を配置し、階段を設けた

道路 (GL-500)

テラス
 43
50
 

 4150 

 43
50
 

 3300 

Unit5
GL+4500

Unit6
GL+5000

外でピクニック気分

部屋で仕事に
集中する

DO
WN

UP

 5440 

 4200 

47
00

 4285 
 4240 

 33
00
 

30
00

洗濯機

冷蔵庫

冷蔵庫

吹抜

テラス
ほどき空間

Unit2
GL+3000

Unit1
GL+2500

Unit3
GL+3500

Unit4
GL+4000

部屋は、最低限の
サイズにしている

玄関はなく、テラス
部分で靴を脱ぐ

テラスで趣味の
ギター演奏

テラスで読書

趣味のガーデニン
グを楽しむ

洗濯物を干す

0 1 2 5 10 m

N
食のむすび 2階平面図　1/100

0 1 2 5 10 m

N食のむすび 3階平面図　1/100

食のむすび ‐住宅地に対して角度を 45度振る‐



2005年以前に建てられた建物

世代の入れ替わりが起きている

新しい家と古い家が混在している

冷蔵庫

DOW
N

UP

DO
W
N

UP

UP

 6000  9000 4500

4500
4500

4500

 4500 3000

 2250 
3000

4500

2150

靴箱

機械置場

脱衣所

脱衣所

靴箱

宅配
ボックス 自販機

洗濯機

洗濯機

洗濯機

乾燥機

乾燥機

冷蔵庫電子レンジ

0 1 2 5 10 m

N
洗のむすび 1階平面図　1/50

落ち着いたほどき空間
GL+700

家族風呂兼
介助用風呂

にぎやかなほどき空間
GL+500

引き込むほどき空間
GL+300

奥のほどき空間
GL±0

浴室
むすび空間

浴室
むすび空間

介助を受けながら入浴

子育て世代がまとめて
お風呂を済ませる

乾燥を待つ間に
お風呂に入る

バリアフリーの
お風呂に入る

放課後の遊び場に

持ち寄って
ご飯を食べる

軽くご飯を作る

アイロンをかける

洗濯物をたたむ

35
0
26
50

35
0

30
00

28
00

0 1 2 5 10 m

断面図　1/100

Unit1
GL+3000

Unit4
GL+4500

テラス
ほどき空間

浴室
むすび空間 脱衣所

洗濯機

乾燥機

にぎやかな
ほどき空間
GL+500

4500

3000

4500

3000

4500

3000

0 1 2 5 10 m

N3階平面図　1/100

4500

3500

5350

 4500

3000

4500 0 1 2 5 10 m

N2階平面図　1/100

テラス
ほどき空間

テラス
ほどき空間

Unit3
GL+4000

Unit2
GL+3500

Unit1
GL+3000

Unit5
GL+5000

Unit4
GL+4500

Unit6
GL+5500

みんなで BBQ

テラスで
絵を描く

外を眺めながらご飯

外でランチ

周辺建物の写真

西面が道路に面した敷地で周りの建物が

高くなっていて道路に対して閉じている。

奥行きを使って人を呼び込む

■敷地周辺の課題

■ダイアグラム

対象敷地道路
(GL±０)

道路に対して閉じている

道路

①むすび空間である浴室・洗濯を真ん中に配置

道路

①ほどき空間であるテラスを真ん中に配置

浴室・洗濯１F

２F
以上

道路

②ほどき空間を配置

浴室
浴室

浴室洗濯 道路

③入口を複数設ける

浴室
浴室

浴室洗濯

テラス 道路 テラス

②むすび空間である居住部分に配置

道路 テラス

③階段を複数設ける 「食」「洗」「健」だけでなく「学ぶ」「遊ぶ」などの日常の行為を
軸としたむすびが今後新たにまちへ広がっていくことを望む。

洗のむすび



デイサービス

デイサービス
ホームクリニック

リハビリセンター

小学校

市民センター

ケーキ屋さん

整骨院

銀行
コインランドリー

斎場

理容院

公園

空き地・空き家

福祉施設

デイサービス
グループホーム

キッズハウス

就労継続支援 B型
生活介護施設

学のむすび

遊のむすび

食のむすび

洗のむすび

健のむすび

■公共サービスを住宅地へとほどく
住宅地では高齢者支援だけでなく、子ども、外国人、子育て世帯など支援を必要と

する人が多くいる。今後は公共を一箇所に集約するのではなく、日常の中に編み込み、

住宅地全体が緩やかにつながる公共のネットワークへと発展していくことを展望する。

■福祉の選択肢が増えていく
福祉施設がまちに開かれていったり、グループホームやデイサービスがむすび

に近い形へと変化したりすることで、福祉の選択肢がより多様に広がっていく

ことを期待する。

■空き家・空き地にひろがる「むすび」
「食」「洗」「健」だけでなく、「学ぶ」「遊ぶ」などの日常の行為を軸とした

むすびが今後新たにまちへ広がっていくことを望む。

家 福祉施設

多様な選択肢

世代の入れ替わりが起きている

食のむすび

洗のむすび

健のむすび

ケアの機能を小さくして、まちに点在させる ■洗のむすび

住人のみ使える 住人のみ使える

0：00 7：00 11：00 17：00 20：00 22：00 24：00
ほどき空間、自販機・電子レンジ、宅配ボックス、洗濯機・乾燥機の利用可能時間

近所のおばあちゃんたち
お昼にほどき空間で友達と食事
をしている

キッチンカーでお昼を買う地域の人たち

地域外の人たち

美容師 移動販売 クリーニング屋

お風呂営業

近所に住んでいる 70歳の Dさん 家族で２ユニット借りているFさん

近くの工場で働く３０代 Gさん家で夫の介護をしている60代のEさん

家のお風呂だと段差が不安なのでむすびのお風呂を使っている 土日は１階の家族風呂を利用している

洗濯をしている間におふろに入ったりほどき空間で読書をしている夫が介助用のお風呂に入っている間に洗濯物を畳んでいる

お風呂営業

■食のむすび
食事の介助が必要な Cさん
食堂で地域外からきた介護スタッフ
の介助を受けながら食事を食べている

住人のみ使える 住人のみ使えるランチ営業 夕食営業

0：00 7：00 11：00 14：00 17：00 20：00 22：00 24：00

2階に住んでいる Bさん
2階で趣味のガーデニングを行っている。
ご飯は下の食堂で食べたりを宅配弁当を配達しても
らっている

ほどき空間、自販機・電子レンジ、宅配ボックス、洗濯機・乾燥機の利用可能時間

近所の小学生
放課後にしずかなほどき空間で
友達と宿題をしている

移動販売で野菜を買う地域の人たち

地域外の人たち

お医者さん 入浴介助 キッチンカー

近所に住んでる Dさん車いすを使っている Aさん
ご飯を食堂に食べにくるついでに乾燥機を使っている週に１回閉じられるほどき空間で介助を

してもらいながらお風呂に入っている

「食」「洗」「健」だけでなく「学ぶ」「遊ぶ」などの日常の行為を
軸としたむすびが今後新たにまちへ広がっていくことを望む。

住宅地の在り方を変えていく1日の利用の流れ


